
令和 5 年 6 月 23 日

市民防災部長　永野英樹

都市景観部長　古賀久貴

○ 施策の概要

１．前年度（評価対象年度）の当該施策の目標
歴史まちづくり推進担当

市民防災部

都市景観部

２．投入コスト

３．施策の方針にひもづく事務事業とその評価結果
重
点
事
業

Ａ 現状維持

4,287 拡充 Ｂ 拡充

都景-02
歴史的遺産と共生す
るまちづくり推進事業

市民-10 日本遺産事業 489 3,798

2,666 7,596 10,262 現状維持

事業
評価

貢
献
度

最終
評価

歴史‐01
世界遺産条約登録事
業

152 4,338 4,490 現状維持

整理
番号

事業名
法定
受託
事務

事業費
（千円）

人件費
（千円）

総事業費
（千円）

Ｂ 現状維持

総事業費 17,544 17,911 19,039 0 0 0

人件費 16,993 17,016 15,732

評価者 歴史まちづくり推進担当担当部長　小林　昭嗣

総合計画上
の位置付け

分野
0-(4)　歴史的遺産と
共生するまちづくり

施策の方針 0-(4) 歴史的遺産と共生するまちづくり

　鎌倉市歴史的風致維持向上計画（以下「本計画」という。）の推進を図るため、本計画に登載した構成事
業の進行管理を行う。
　社会資本総合整備計画（街なみ環境整備事業）を活用し、事業を推進していく。

令和６年度

事業費 551 895 3,307

令和７年度

令和５年（2023年）度行政評価シート

評価者

評価者

　鎌倉の魅力を国内外に発信すること、歴史的遺産と共生するまちの実現が図られるための新たな地域活
性化計画の策定及び推進体制の強化。

・中長期的な目標である世界遺産登録に向け、登録に結びつく新たなコンセプトの構築に向けた調査と研
究を行う。
・新型コロナウイルスの影響で共催を見合わせていた、神奈川県教育委員会が主催する「文化財保護ポス
ター事業」を共催により実施し、世界遺産登録に係る普及・啓発に取組む。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

41



４．評価対象年度の主な実施内容
歴史まちづくり推進担当

市民防災部

都市景観部

５．主な実施内容と施策の達成状況の分析を踏まえた評価
※主な実施内容と目標とするまちの姿の関係（達成状況とその理由）

　「施策の方針にひもづく事務事業とその評価結果」における貢献度の分析

歴史まちづくり推進担当

市民防災部

都市景観部

　世界遺産への登録は、鎌倉の貴重な文化財を未来へ守り伝えていくために必要不可欠な取組である
が、登録を達成しうる新たなコンセプトの構築には至っていない。

・世界遺産登録に結びつく新たなコンセプトの構築に向け、近年登録された他の世界遺産の事例、世界遺
産登録の情勢等についての調査・研究を行った。
・神奈川県教育委員会が主催し、県内の中学生を対象として実施する「文化財保護ポスター事業」を共催
し、世界遺産登録に係る啓発を行った。

※実施できなかった事業とその理由

　本計画に登載した構成事業の進行管理を行うとともに、法定協議会及び庁内検討部会を開催し、令和４
年度の構成事業の進捗状況及び課題とその対応について検討を行った。
　社会資本総合整備計画（街なみ環境整備事業）に位置付けた事業の執行管理を行うとともに、交付金の
活用を図るため国・県との調整を行った。

※実施できなかった事業とその理由

　本計画の推進を施策の方針実現の柱のひとつとし、本計画では歴史的風致の維持及び向上に寄与する
事業を構成事業として位置付けている。このため、構成事業を推進することにより「歴史的遺産と共生する
まちづくり」の推進に寄与している。

　日本遺産フェスティバルin関門に参加するなどにより、日本遺産の構成文化財の魅力を伝える情報発信
に取り組んだ。また、日本遺産における新たな地域活性化計画の作成を行うとともに、事業の推進体制の
強化に向けた検討を図った。

※実施できなかった事業とその理由

　歴史的遺産と共生するまちを形成する上で、日本遺産はその一つの構成要素であり、日本遺産事業の
推進は、目標とするまちの姿を実現に向けて貢献するものである。
　日本遺産の構成文化財の魅力を伝える情報発信はその第一歩であるものの目標とするまちまでには
至っていない。日本遺産ストーリーを今まで以上に観光視点での積極的な活用が出来るよう、今後、その
活用策を検討していく。
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６．今後の方向性
歴史まちづくり推進担当

市民防災部

都市景観部

７．今年度（評価年度）の目標
歴史まちづくり推進担当

市民防災部

都市景観部

　世界遺産登録を達成しうる新たなコンセプトの構築に向け、引き続き調査・研究を行い、中長期的な目標
として世界遺産登録を目指す。
　県内の中学生を対象として実施する「文化財保護ポスター事業」を神奈川県教育委員会と共催し、市内
の教育機関等とも連携して取組を続け、世界遺産登録に係る普及・啓発を進めていく。

　近年の世界遺産登録を取り巻く環境や、より効果的な取組の方向性等について専門家に意見を聞くな
ど、世界遺産登録に結びつく新たなコンセプトの構築に向けた調査・研究を行う。
　神奈川県教育委員会が主催し、県内の中学生を対象として実施する「文化財保護ポスター事業」を共催
し、世界遺産登録に係る啓発を行う。

　令和５年度からは、重点事業として事業を実施するとともに、今後の詳細な事業計画や事業推進体制を
構築していく。

　本計画に登載した構成事業の着実な推進を図るとともに、歴史的風致形成建造物の指定を進め、「歴史
的遺産と共生するまちづくり」を進めていく。
　事業を着実に推進していくため、社会資本総合整備計画（街なみ環境整備事業）の活用を図るとともに、
官民連携の推進について検討していく。

　本計画の推進を図るため、本計画に登載した構成事業の進行管理を行う。
　社会資本総合整備計画（街なみ環境整備事業）を活用し、事業を推進していくとともに、官民連携の推進
について検討する。

　重点事業として、日本遺産の構成文化財の魅力を伝える情報発信に取り組み、市民や観光客などへの
認知度と理解度を向上させるとともに、観光視点での積極的な活用を検討していく。
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